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■京阪神都市圏の都市鉄道網

JR西日本旅客 （355駅）
近畿日本鉄道 （176駅）
南海電鉄 （110駅）

京阪電鉄 （ 82駅）

阪急電鉄 （ 84駅）

阪神電鉄 （ 43駅）

神戸市交通局 （ 15駅）

京都市交通局 （ 26駅）

大阪市交通局 （ 96駅）

JR西日本旅客 （355駅）
近畿日本鉄道 （176駅）
南海電鉄 （110駅）

京阪電鉄 （ 82駅）

阪急電鉄 （ 84駅）

阪神電鉄 （ 43駅）

神戸市交通局 （ 15駅）

京都市交通局 （ 26駅）

大阪市交通局 （ 96駅）

Motorization 
Aging society with a falling birthrate

Kyoto

Osaka

Kobe



■京阪神都市圏の輸送人員の経年変化

出典：都市交通年報
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地下鉄は路線拡大に伴い増加傾向
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■少子高齢社会
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Young
Middle
Senior

Definitions:
Young   - under the age of 30
Middle  - between 30 and 64
Senior  - aged 65 or over

The number of senior citizens is increasing rapidly.



■鉄道でまちづくり

鉄道都市（もともとの題名）

モータリゼーションは必然的に
非都市化をもたらす

三層構造
中心域・中間域・周辺域

陽性の中心域は＜ハレ＞の街
であり、磨きこまれた商業空間
であり、旺盛な消費活動の場で
ある。陰性の中間域は＜ケ＞の
空間と見なせよう。



■三層構造
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＜ハレ＞の空間だけで都市住民のニーズが満たされはしない。
第三の場所も＜ケ＞の街があって初めて成立しうるのである。
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■年齢階層別の交通機関選択

京阪神全域で、①各年齢層で、自動車利用は増加している。
②高齢者は徒歩交通が依然として多い（まちを歩くひと）。
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■年齢階層別の鉄道利用
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■京阪神都市圏のトリップパターン
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■京阪神全域と高槻市居住者の交通手段構成

京阪神全域と比べると、高槻市は鉄道の利用率が高く
自動車の利用率が低い
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■年齢階層別交通行動パターン
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■男女性別交通行動パターン
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出典：高槻市観光サイト

500m圏内

■都市域の構造をみる
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■鉄道駅と目的地（全目的）

鉄道駅降車客の目的地分布（全目的）



鉄道駅降車客の目的地分布（自由目的）
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■鉄道駅と目的地（自由目的）
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■交通行動パターン（例１）



トリップ例：⑧その他・駅利用（自由活動）
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■交通行動パターン（例２）



関西大学 高槻ミューズキャンパス
・関西大学初等部
・関西大学中等部
・関西大学高等部
・関西大学 社会安全学部
250名×４年

・関西大学 社会安全研究科

■新キャンパスの開設
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■京阪神都市圏のトリップパターン



■まとめ

１）まちづくりと年齢階層別の交通行動パターンに着目した
分析を行った。高齢層の都市活動は、まちづくり（中心市
街地活性化）からも重要である。

２）＜ハレ＞と＜ケ＞の都市構造の必要性を検討した。高槻
市においても、同様の都市構造が見られることがわかった。
にぎわいのあるまちの形成ができる？

３）新キャンパスの設置⇒若年層のまちへの誘致に関連する
効果を、交通行動パターン変化として検討した。（あまり
インパクトはない？）
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